
自衛隊機（Ｃ１)への搭乗

入間基地に到着した派遣要員 搭乗手続

入間基地より離陸

国の職員・専門家の緊急輸送（入間基地～丘珠駐屯地～泊ＯＦＣ） 資料２３-１



バス（代替輸送手段）への乗車

丘珠駐屯地への着陸

泊ＯＦＣへ到着

自衛隊機（Ｃ１）より降機

国の職員・専門家の緊急輸送（入間基地～丘珠駐屯地～泊ＯＦＣ） 資料２３-２



施設敷地緊急事態におけるＥＲＣでの活動状況

放射線班の活動医療班の活動

非常災害対策本部と実動対処班の合同オペレーション広報班の活動

資料２４-１



非常災害対策本部・原子力事故対策本部合同会議

施設敷地緊急事態におけるＥＲＣでの活動状況

オンサイトＴＶ会議による１５条事象の認定第２回現地事故対策連絡会議傍聴

資料２４-２



第１回現地事故対策連絡会議（関係者との情報共有）

施設敷地緊急事態におけるＯＦＣでの活動状況 資料２５-１



住民安全班の活動国職員到着後の情報共有

施設敷地緊急事態におけるＯＦＣでの活動状況

広報班の活動実動対処班の班内ミーティング

資料２５-２



第２回現地事故対策連絡会議（内閣府副大臣（原子力防災担当）到着後）

施設敷地緊急事態におけるＯＦＣでの活動状況 資料２５-３



施設敷地緊急事態におけるＥＭＣでの活動状況

ＥＭＣと放射線班の調整

ＰＣ－ＴＶ会議による拠点間連携

ＥＭＣとプラントチームの調整

緊急時モニタリング実施計画の立案

資料２６



主要イベント 官邸 ＥＲＣ ＯＦＣ 北海道 泊村 共和町

04:30　地震発生

04:32　大津波警報等発令

　日本海沿岸南部　大津波警報

　日本海沿岸北部　津波警報

　太平洋沿岸部　　津波注意報

06:25　国道229号被災連絡

10:30 津波警報等引下げ

　日本海沿岸南部　津波警報

　日本海沿岸北部　津波注意報

11:00　原災法10条通報

13:00 津波警報等引下げ

　日本海沿岸南部　津波注意報

　日本海沿岸北部　注意報解除

14:00 津波避難指示解除

15:00　原災法15条通報

　(泊村/堀株地区、共和町/柏木、

　下梨野舞納地区)

対象住民へ津波避難指示 対象住民へ津波避難指示

施設敷地緊急事態要

避難者への避難準備

要請

対象住民への避難準備要請
対象住民への避難準備要請

対象住民への避難準備要請

施設敷地緊急事態における実施方
針（案）の策定

実施方針案の確認
実施方針案の確認

原子力規制委員会・内閣府原子
力事故合同対策本部会議
・要請文発出を決定、実施方針
の確認

・施設敷地緊急事態要避難者へ

の避難要請

・全面緊急事態に備えた避難等の

準備要請

対象住民への避難要請、避難等

準備要請 対象住民への避難要請、避難等

準備要請 対象住民への避難要請、避難等

準備要請

第１回現地事故対策連絡会議

・施設敷地緊急事態における防護措置の実施方針の確認

非常災害対策本部会議・原子力事故合同対策本部会議（内閣府８号館）
・情報共有、１０条事象、避難要請等の説明、被害状況、現地活動状況、今後の対応、活動部隊への留意事項、プラント状況・見通し、モニタリング情報等

第２回現地事故対策連絡会議

・施設敷地緊急事態に伴う状況報告、全面緊急事態における防護措置の実施方針(案)の決定

全面緊急事態における防護措置
の実施方針（案）の策定

実施方針案の確認

実施方針案の確認

公示・指示発出

原子力緊急事態宣言

原子力災害対策本部・非常災害対策本部合同会議（官邸）

対象住民への避難指示・屋内退避指示
対象住民への避難指示・屋内退避指示

対象住民への避難指示・屋内退避指示

第１回合同対策協議会全体会議

・全面緊急事態における防護措置の実施方針の確認、各町村準備状況報告

副大臣OFC到着

北海道副知事到着

ＴＶ会議（ＥＲＣ，北海道、泊村、共和町）

・施設敷地緊急事態における防護措置の実施方針（案）の決定

実施方針案の確認

住民避難に係る意思決定の流れ（全面緊急事態） 資料２７



全面緊急事態における防護措置の実施方針

＜避難に際しての基本的考え方＞
l 地震、津波災害からの安全確保を優先し、安全が確保された場合にのみ防

護措置を実施。

【泊村】
l 津波に係る避難指示が発せられた地域の住民等は、引き続き避難指示に従

い、高台避難場所にて待機し安全を確保。
l 津波避難指示が解除され、津波に対する安全が確保され、かつ、避難経路

の啓開が完了し、避難用車両（バス等）が到着次第、以下により避難を実
施。

l 泊村内の社会福祉施設の避難可能な入所者は、安定ヨウ素剤の配布を受け
服用し、京極町の社会福祉施設へ避難を実施。避難にはバス及び福祉車両
を使用。その他の施設敷地緊急事態要避難者等住民は、安定ヨウ素剤の配
布を受け服用し、一時滞在場所（札幌市南区体育館）を経由して、札幌市
の避難先へ避難を実施。避難には基本的にバスを使用。

避難の対象となる住民への措置

北海道電力株式会社泊発電所のＰＡＺにおける、全ての住民を対象に避難を
実施（対象：２町村２，９０５人）

資料２８-１



全面緊急事態における防護措置の実施方針

【共和町】

l 共和町の住民は、緊急配布場所（バス集合場所）で、安定ヨウ素剤の配
布を受け、服用し、留寿都村の避難先（兼 一時滞在場所）へ避難を実
施。避難には、バスを使用。

※ 岩内町については、ＰＡＺ内に住民なし

屋内退避の対象となる住民への措置

l 北海道電力株式会社泊発電所のＵＰＺにおける住民は、屋内退避を実施
（対象者数 ７５，９３６人）

資料２８-２
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